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に割れていた ( 図 1)。裏面には不透明な淡灰緑色
のラッカーが塗ってあるのが一目で分かった。少し
削ってみると本来の淡黄緑色した透明釉が現れてき
た ( 図 2)。口縁部に巡っていたと思われる文字文
様も一部異なる破片がある。特に際だって異なる破
片 ( 図 3) を取り上げ、裏面のラッカーを削って落
としてみた。するとその破片外面には釉薬がかかっ






図 3　特異な破片 図 4　特異な破片裏面
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いた ( 図 7)。簡単に取り除けないところは、アセ
トンで軟化したところを彫刻刀で気を付けて削って
みた。外面だけでなく見込み部分もラッカーで彩文
が書かれていることが判明した。またなぜか陶器片
を使わず、私たちが土器復元で行うように石膏で欠
損部分を埋め、その上に彩色し文様を描いていると
ころが口縁部に１個所あった。そこは分かりやすく
されていて、すぐに復元部分と分かる。復元部分が
あるから他の個所は大丈夫と信用させるためのもの
かとさえ、勘ぐってしまう。5 個体以上のものをつ
ないでいた。ただ半分以上が１個体であり、しかも
底部から口縁部までつながっており、全形は把握で
きる。たぶん呼継で一枚の鉢に完成させられていた
と思うが、現在ではそれも 4分の 1くらいは紛失し
ている。
　以上のことから、次のことが言える。まず第 1点
は、呼継に用いられる破片がすでにあらかじめ大量
に揃えられていたことになる。遺跡から破片を集め
ていたのであろう。あらゆる陶器に対応するために
は大量の陶器片が揃っていたことになる。たとえば
白釉陶器なら白陶器で、厚みや湾曲具合も揃ってい
たことになる。良くある陶器や人気のある陶器の分
類された大量の土器片が手許にあった。その為には
大量の破片が手に入るイラン国内で呼継がなされた
ことになる。
　２点目は、厚みが微妙に異なる場合は、見込みの
表面を合わせて、裏面で少ない分は石膏で薄く足し
たり、逆に厚い場合は、ヤスリなどで削ったという
ことである。３点目はラッカーによる彩色、彩画で
ある。ラッカーは彩画を描くのも全体に色づけるた
めにも使われている。呼継自体はいろいろな陶器の
破片が揃うイランで行われたと思われるが、ラッ
カーによる細工は必ずしも地元ばかりとは限らな
い。大きな市場であったヨーロッパに持ち込まれた
段階で、なされたか、やり直された可能性がある。
図 5　接合
図 6　接合した側面
図 7　アセトン使用後
